
資料２－１

第２部　各論　第１章～第３章　成果指標に対する評価一覧表

No. 基本目標 指標 内容
現状値（策定

時）
目標 結果 評価

事業及び取組の実施状況
（R3.4からR5.3までの実績＋R5度見込み）

事業及び取組の課題
（R3.4からR5.3まで＋R5度）

主担当課

1
「ずっと元気！いきいき介護予防教室」の男性参加人
数

介護予防教室の男性参加者人数（年間あたり）
の状況から、介護予防教室の充実度を判断しま
す。

396人
500人

（各年度）

R3 498人
R4 458人
R5　500人
（見込み）

A
男性が参加者しやすいような内容にしたり、参
加を呼び掛けた。

男性の参加者を促進するための内容を引き続き
検討する。

高齢者支援課

2 住民主体の通いの場（通所型サービスB）の設置状況
住民主体の通いの場（通所型サービスB）の設置
状況から、通いの場の充実度を判断します（日
常生活圏域に１団体以上設置）

4圏域
9圏域

（R5までに）
7圏域（見込み） B

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
令和３年度は立ち上げを延期した。令和４・５
年度は各１圏域立ち上げた。

包括支援センターとの協力が不可欠であり、担
い手のボランティアの確保が課題。

高齢者支援課

3 「見守りボランティア」の登録者数
支援を必要とする高齢者を見守る「見守りボラ
ンティア」の登録者数から見守りボランティア
活動の充実度を判断します。

17人
30人

（R5までに）

R3 47人
R4 47人
R5 55人

（見込み）

A
関係機関と協力し、見守りボランティア事業の
普及啓発を行った。

地区によってボランティア登録者数に偏りがあ
るため、見守りボランティア事業の充実を図
る。

高齢者支援課

4 認知症に関する相談窓口を知っている市民の割合
認知症に関する相談窓口を知っている市民の割
合から、認知症支援体制の充実度を判断しま
す。

26.30%
40%

（R5までに）

23.7%
入間市介護予防・
日常生活圏域ニー
ズ調査及び在宅介
護実態調査（R5.1

～2月実施）

C
市ホームページでの掲載、パンフレット・チラ
シの設置、ウェットティッシュの配布をして普
及啓発を行った。

認知症に関する相談窓口を知ってもらえるよ
う、引き続き普及啓発に努める。

高齢者支援課

5 「認知症サポーターステップアップ研修」の受講者数
認知症サポーターステップアップ研修の受講者
数から、認知症支援体制の充実度を判断しま
す。

新規
20人

（各年度）
R3 28人
R4　30人

A
「チームオレンジいるま」のレベルアップ、補
強を目指して実施。R4は18名が新規に加入し
た。

認知症サポーター養成講座受講済みの方が対象
のため、認知症サポーター養成講座の開催数を
増やせるように努める。

高齢者支援課

5
基本目標３
市民が市民を支えるま
ちをつくる

入間市高齢者等見守りネットワーク（元気でいる
ネ！ット）協力団体・事業所の登録数

協力団体・事業所の登録数から、入間市高齢者
等見守りネットワーク（元気でいるネ！ット）
の充実度を判断します。

58団体
70団体

（R5までに）
70団体 A 12団体から登録があった。

市内事業所などに事業周知をし、協力していた
だける団体・事業所の拡充を図る。

高齢者支援課

基本目標１
高齢者が健康でいき
いきと暮らせるまち
をつくる

基本目標２
介護が必要になって
も安心して暮らせる
まちをつくる

評価について
Ｎ：令和２年度の計画策定以降の新規事業
Ａ：計画通り事業を実施できた →80％以上～100％
Ｂ：ほぼ計画通り事業を実施できた →50％以上、80％未満
C：あまり計画通り事業を実施できなかった →1％以上、50％未満
D：事業を実施できなかった →0％
E：事業廃止 →０％
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